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北海道lこ於げるヤヅメに関する考察

佐藤 〈水産動物学第一数釜・〉

STUDIES ON THE T.AMPREYS OF HOKKAIDO. 

Shill"ichi SATO 

(Faculty (，f Fi:;hcrics， Holaaic1o Ulliverf'ity.") 

Three FpecICS al1d 011C l'Ub-FPCcics (lf lampr<，y円，Enio8 pltentl8 tridentαttlS (RICHARDSON)， 

Lampetra jαponicαjαponicα( MARTENS )， Lαmpet1'a jαponicα kessle1'iくANIKIN)aud 

Lαmpetrα reis.meri (DYBOWSKY) havc bccl1 obEcrvc<1 by the auj;hor・fromthe ecological 

and t8玄onomicalFoints ()f vicw i1l thc fresh waters of Hokkai<1o. 

Among these spccics E・tridentαt附 an(lL. j. jαpω1ica have hcι'11 rather rarcly collectcd 

ill Ho"kkai品・ Thc eco1ogical stuc1ies havc beeu madc mai111y ou L. j. jαponicαalld L・

T64887MMin the fo11011iug stages;ammotoctes，rccently traIIFfOIIRdyoung，Y0111lg of the time 
of dCl'cent to the sea， adu1t of the timc of rc.asccnc1i.ng thc river nuc1 of thc brecdi1lg sensou. 
In Ishik8ri River， two seasouul race日ofL. j.jα1Jonicαhavc beeu rccognized. Thc summcr 
race 8scend日 thcstr<，am iu 1atc sprillg am] early summcr a1l<1 FpnWlls ill SlImmcr， whi1c the 
willter race ascel1<ls iu autu1l1u ulJ(1 early willtcr Ull<1 sl;u，はlSi1l curly FIH・Illgof thc 1Icxt year. 

Hitherto the brccdIllg sreCimeu8 of thc 111ttcr havc bee1l repnte(} 118 Lαmpet1'αmit.mlc-urii 

HATTA by japa.ne，>e authors. 

現在主主に北海道より記載されているヤツメウナギ科 (Pctnlmyzoutidlle)に属する程類は次の 2属

s程である。即ち
1. Entosp!tewus tridentat1ls (RICHARDSON) 

2. Lαmpetrαjα:ponicαjα:pOn1Cα (MARTENS) 

3. Lαmpetrαreissneri (DYBOWSKl) 

で、との他に北治遣に拒接する樺太よ TL.jα:ponicαkessleri (ANIKIN) 及び Tarandz('37)の

報告に依るツイム河流域よ P採集され L.morii tz:.類似するといはれる Lαmptrasp.が報告されて

いるが、一般に北海道で所調ヤツメと称せられているのは前述の 8程のうち L.jα:ponicαjαlJ01UCα 

及び L・reissneriであって、 E.tridentahlsは僅か1作休が採集されているにすぎなく、叉樺太D

L.jα:ponicα kessleri も 2~休が採集されている￠みであるO

¥ 筆者はさきにとの L. jα:ponicα kcsderi が::Il~街道にも棲息するととを磁認したが(日本霊長~学会
報演〉その休制の敏察については未言E献で、あるO それ故筆者は E. tridentαtusについてね岡田健氏

ゐ艶載ぐ未発表)に依り、 L.jα:ponicαkesslcri については染退Jl:の標本に依りその休制を言E載する

ξともに、前速の L.jα:ponicαjαponica及び L.reissneriの生態綴察の一部を略記し、今後の生

態研究の基礎とするとともに現在吾闘で則いられている学名の混乱の原因を考察する。
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本研究に必要なる資料の採集に際し多くの援助を与えられた岡田待、添田潤助並に山本喜一郎の諸

氏に謝意を表する。猫研究費の一部には文部省科学研究費を使用した。

1. Entosphe附 8tridentatu8 (RICHARDSON) 

ミヅ-，，"ヤツメ、 ユタフツヤツメ

との種は吾閣では北海道の勇掛川流域にあるウトナイト沼より岡田待氏に依り 1個体採集されたの

みであるぐ1984，}[， 20)。 標本は田中茂穂氏に依TEntosphen1lS tridentat別 (GAIRDNER) と査

定されぐ岡田、未発表入後に Lαmpetra tridentαtα (GAJRDNER) ユ・l)フヅヤツメと命名された

ものであるぐ問中、 86)。 との種はウトナイト沼・でも稀にしか漁獲されぬもので筆者は未だ標本を観

察しないが、岡岡氏の好意に依り同氏の記載(未発表)を女に略記ナる。

体制 (Table.1): 

全長 600rnrn雌、口部の上口薄片 (Supra-orallamina)はs尖頭で中央のものは両端のものの約
五で各えの先端は尖っている。中口薄片(Infra-orallami.na)は7尖頭?各k はほぽ同大であるu

内側唇歯は両側にそれぞれ 4個、両側とも中央の 2位は 3尖頭(1+1辛口で他の 2個は 2尖頭 (1+

りである。いづれも鋭い。下唇歯(I.JOwerlabial teeth) は約20個のIJ、歯よ Pたっており、その内

Bpecies 

Table 1. Measurement oC lampreys oC Hokkaido. 

|ιtr伽‘|
tαtus 

L. j. jαponica I~・J・ k伽 lleri 

Stage of 8p~imenB 
Adu1t Youn〉g Young 〉 Adu1t Adult Adult YOUす Adult 
( 1 ) ( 1 (II ( 1 ) ( II ) く1I) ( 1 く1I)

Mont h oC collection 玄I X，玄II V VI，IX，X V，VI V，VI 玄，X1 V 

Number oC speciroen8 1 7 8 28 9 26 5 9 

Total length(mm) 600 15生_192 145_198 396-510 3G9--450 144-193 133-174 118-142 

Diameter of eye(mm) 4-5 4-5 5-5，丹 。_8 3-3，5 2-3 2 

Diameter oC oral disc 7-9 8-10 19-23 16-22 7，5-9，5 5-7 6-7 (mm) 

Number of mvotom 70-74 68-14 68-74 70-77 6G_74 57-6G 5S-64 

日upraorallamina 1+1+1 1+1 1+1 1+1 1+1 1+1 1+1 1+1 

Infraorlll lamina 1+5+1 1+4_5+1 
t1Z+}3~4+〈21〉(12+〉4~5十〈虫1} 

1+4+1 
〆宮ド213 
1+3_5+ 1+3-5+1 1+4-5十I

Lateml 1ab. teeth 
1+1 1十1 1+1 1+1 1+1 1+1 1+1 1+1 1 st 

〈1〉1 〈1十1〉1 II nd. 1+1+1 1+1 1+1 1+1 1ート1 1+1 1+ 

III r'I. 1+1+1 1 +1 . 1十1 1+1 1+1 1+1 1←1 1十1

IV th 1+1 。 O O 
(1) 〈1O〉 (1O 〉

O O 

Vpper 1abial teeth 8 13-19 14-27 13-25 15-19 12:.0...21 12-1G 12-17 

Lower 1abial teeth 20 1~-23 18-22 18-2.1 19_22 17-23 O 17-19 
(0) 

* 1n stage of specimens， Young (1); recently tr:msformed young. Young (Il); young of the time of 
descend to the sea. Adult (1); adu1t of the time of re・田eendingthe river. Adult (Il); breeding sp回 im加.

16聞は縁に平行に並び、両端の 2個づっ都合4個は 2列で、とれらは内側唇歯と連絡する。上唇歯

ぐUpperlabial teeth)は単一尖頭で 8個、その内下部の 5個は犬きく且鈎欣を呈している。
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外観はカハヤヅメ L.jα.ponicαjα.ponicα と殆e異る処が無く、休の色彩は育次色で腹面も殆E同

様である。第一背鴎及び第二背鱗は互に分隊している。

分布:

アメリカ太2t洋沿岸にウンアラスカよりカルホルニア迄及びベーリングに広く分布する。古閑では

上惑の北海道男梯川で92(1られているO

種名友ぴ分布に関する考察:

吾闘では問中 ('36)及び岡田、池田子38)は Lαmpetj'at1'identαtα (GAJRDNER) の種名を用

い、岡田、松原 σ38)は L.t1吋entatα(RICHARDSON) e.前挫の棋本について用いられているo

8chultz ('36)はアメ習カの種に Entosphe附 stridentatα( GAIRDNER) を用いているが、筆者は

Berg ('31)，Holly ('32)に従い Entosphen'ustridentαtus (RICHARDSON)を用いる O 猶 Crcaserも

Hubbs ('22)はコロンピア河を中心として大略南北に分布する 2亜種を認め、北部には E.tj'identα-

tU8 tridentatu8 RICHARDSON，南部には E.tridentattlS ciliat'llS A】'RESが棲息すると述べているO

北海道の種と是等の亜種との関係は今の処不明である。分布に就いて岡田、池田 σ38)が北海道のオ

コツグ沿岸にも見られると報告しているが現在。ととる此の地方では不明である。

2. Lαmpetrαjα:ponicαjα:ponicα (MARTENS) 

カ ..t、 ヤ ヅ メ

との種は L.reissneriと倶に比較的普通に見られる大型のヤツメで、普通休長は4CO_50Cmm、春

及び手火期t乙海上り河に入り遡上、産卵を行う。

産卵期は一般に4月下旬より 8月下旬定縦続すると考えられて居る。幼生 (Ammocoetes)J: T若

魚 (YuUllgstage)への変態が行はれるのは秋より冬蚊の聞で、春期 5_6月に降河し海に入る。J1t処

に記載する仮休は筆者の採集し得た幼生(Jlmmoeoete8)，変態直後の若魚、降河中白若魚‘遡上中の

成休及び産卵鉱の成休である(Table.1)0 

f¥mmocoetes: 

Ammocoetes に就いては先に岡田i¥11('37)に依り詳細に記載されているのでととでは省略する。

饗態直後の若魚:

全長 151-192n1l11の'71tt¥.休(当別川I'36. :¥lI，札幌近郊 '38.X，15.多蘭?自(樺太)'39. X)に就いて

見ると弐の如くである。

口部の歯列、上口薄片は 2尖頭(1+1)、中口薄片は6-7個、両端の各歯は2個体を除く外は単一で

2裂しない(1+4';"'5十1)、上唇歯は13_]9、下唇歯はー列で18......23個を教えられるG 一般に各歯とも

、単逮悪〈、殊に中口薄片は肉質ーの皮膜に覆れてその先端が僅に見える程度である。口盤 (Oraldisc) 

段全休として未だ完全に発達していない。鱗孔最後のものと轡鰭起部との間の体節筋の教は70_74{回，

眼は L.reissneriの変態直後のものに比較して犬きく眼径 4-5mmで約 2俗である。体色は青黒色

で一帯に青色が強〈、第2背鰭及び尾鰭IC黒点、がすでに現れている。

春期降河中の若魚:

全長 145-198mmの 81m:休(千歳 '3n.V.花畔 '37.V.厚岸〆39.V.)に就いて見るに衣の虫[Jくで
ある。

口部の各歯はよく発達して鋭く、上口薄片は 2失顕(1十1)、中口薄片は6，......f)尖顕 (1(2)+3_4+1(2り

で両端の各歯は2裂している。側歯は両側に 8個、各k は2~主顕(1+1)、上唇歯は14_27側、 r唇歯
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は1列で18_22個が教えられる。最後の僻孔より書簡起部迄の体節筋の畿は68_74個である。

との時期のものは変態直後のものに比較し体長は殆ど同巴であるが、頭部に於て口盤の発達が多少

吻畏を大にしている程度で眼径は 4_5mmで変らたい。休色は変態直後のものと同様に青色がかった

黒色で.L. reissneriと比較して眼径D大なるとと、尾鰭及び第2背鰭に黒色の部分のあるのが顕著

である。

遡上期の成睡:
との時期の個体のものが一般に L.jα:ponicαとして記載されて居るのであるが、筆者が採集した全

長 396_51Ommの28個体ぐ当5JIJJlI'36. X. 探川 '4~1.K.江別 '37.X)に就いて見ると次の如くであ

る。‘之等はいづれも遡上中に捕獲されたもので生殖巣は未だ完全に成熟していない。

口部の歯列はよく発達している"上口薄片は2尖頭(1+1)、中口薄片は6_7尖頭 (1<!i+4_5+1(量))

で両端の 2個は犬きく且先端が 2裂じている場合が多い。側歯は両側に各k3個、各歯は2尖顕(1+

1)、上唇菌は13.....25個・下唇歯は1列で18_24個が教えられる 3 周辺歯は62_73個。各歯ともよく発

達し先端は鋭い。

体色は青黒色、腹部が摘列車い色を呈する場合.或は白色の雲吠斑紋を呈する場合がある。第1背

鰭と第2背摘は互に分繰し、雌雄t乙依り多少第2背鰭の形が異ってゐて、雌では梢三角形D頂点が銃

い形を呈している。一般に第二攻性徴は見られ無いが春期遡上中の個体で梢成熟したものではその徴

候を呈する場合がある。一般に成殖巣は発達しているが完全には成熟していないコ第2背鰭及v:尾鰭
には黒色の部分が見られ、筋節教は僻孔最後のものと碑鰭起部との聞で・68-74個である。

産卵期の成憧:
との時期の個体は第二女性徴が顕著であって第二背鰭D隆起に依り、第一、第二背鰭は互に接合し

所謂ミヅグ Pヤツメの形態を呈している。

全長 369-450mmの9個体ぐ朱友J[I'37. ，正常呂川崎7.¥'1.江別 '38.V.)に就いて見ると戎D

如く?ある。

口部の歯列。構成は上述の遁上期のものと全く同巴であるが各歯の先端は鈍くなり退化形を示して

いる。上口薄片は2尖頭(1十1)、中口薄片は6尖頭 (12.+4十1!)で両端の2歯は大きく且2裂して

いる。側歯は各側に 8個・各憶は2尖頭(1十1)、ーと唇簡は15_19個.下唇歯は1列で19_22個。

休色は次補色を呈して遡上期に見られる青黒色の色彩は失はれる。体長も一般に小形になるが持に

E門よ p後部に於て退化形が著しい。休高は遡上期のものに比慨して高〈たり且休幅が減少する。即

ち遡上期D様に丸味をおびていない。

遡上期Dものがj戎熱し第二女性徴を呈する僚になる期閣は正確な事は勿論個体に依って異り断定出

来ないが筆者の実験室に於ての飼育に依ると水温 11.5
0
C_13.5

0

Cの水槽で春5月遡河する個体で約

3)日を要し、秩期9_10月遡土ずるものでは同温度で感年し約18()日を経て早春九 4月に成熟した3 と

れ等D事噴は弐D機会に詳細t乙撞ぺる予定であるが.いづれにしろミツク Fヤツメ L・mitsukuriiと

称せられるものは L.jα:ponicαjα:ponicαの第二火性徴D顕著な時期のもの?ある事は事実である。

以上を通じて見てこの種が L・rei8sneriと異る点は 1)変態前D Ammo::oetesが成体に比較し著し

く小さい事.2)口部の歯はよく発奮し常に下唇歯D存在する事.3)筋節数が68_7.7個で多い事.の第

二背路及び尾簡に黒色の部分が見られる事等である。

種名並に生態に閲する考察:
との種は Mal'teus(1868)が来週のカハヤツメを欧州産のそれと区別し Petrom抑制 jαponicα と
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命名して以来、石)[1(1897)、八回('Ol~ 11、15)Jordan， & Snyder('Ol)、Jordan，Tanaka & Slly' 

.acr ('13) Regan('l1). Oyama('22). Creaser('22)、Berg('31)('32)、Jordan & Hubbs(' 25)等
に依P吾閣の各地よ P採集され論議されている。現在者間で用いられている学名は田中('36)に依り
L. fluviαtilis jα:ponicα.問問、松原('37)、森('3旬、岡田、池田('3句、宮地('40)に依って L.

jα:ponicα，岡田待('37) 、大島('4(りに依~ L. jl削，iαtilis等の如くである。之等の差異は欧州産のカ

ハヤヅメと東亜のカハヤツメとを同種と認むべきか否かに依って生じたもので Berg('31)はとの両

者を採集検討し歯列の異る事に依って別種と認めている。

第二の混乱は生態的時期及び群(或は種族)の混同に依ワて生じたものであって、例えぽ JOl'dan

.& Sllydcr ('01)に依ってスナヤツメとして L・目ut8ukuriiと記載されている石狩川産の約300"，350

mmの個体、八回子11)の L.mit8ukurii major.同じく ('15) L. plωwriの大型のもの、及び小山

('22)に依って独立種とされたミツク Pヤツメ L・mitsuk1triiHATTAたるものはCreaser& Hubbs 

('22)及1s.Berg('31)に依ると L.jω:ponicαjα:ponicαの産卵期の個体であると考えられてゐる。

此処に注意すべき事は八回('11)の記載に依ると L.mitsukurii majorの産卵期が L.jα:ponicαよ

P早〈、札幌近郊では4月下旬に部ちスナヤツメと殆ど同時期に産卵が行はれると述べているが、こ
の事は岡田向('37)が千歳J:Iの個体で飼育観察の結果、手火期遡上の個体が越年し産卵型を示しミヅグ

Pヤツメ型を生やると記載して居る。筆者はとの L.jα:ponicαと L.mitsuku1'ii mα:jorの産卵期の

差異を、種D相違点と見なさ歩、むしろ L.jαponicαjα:ponicαの季節的な遡上群(或は種族〉の差

に依るものと考える。とれは筆者が例年石狩川の春期5_6月の遡.ヒ群のものと、秋期 9_10月の遡上

群のものとを発生学的研究の材料を求める為に実験室で飼育した結果、前者は6-7月中に完全に成熟

するが、後者は完全に成熟するとと無く越年し 3月下旬より 4月下旬に完全な産卵，!J;IJを呈する事が確

められた。それ故八回('11)の L.mitsukllr'ii majorは秩期遡上群の越年して産卵型にあるものと考

えるのが安当である。との様な遡上群に季節的な差異のある事は Bergも Newa河の L.jl'uviαtili8 

tl:就いて観察し秩期遡上し越年・して5_6月に産卵する 'Vinterraceと春季成熟した生殖巣を有する

Summer raceとを認めている。

工藤、浅田('36)が提唱する L.jluviαtilis mα:jor及て):.minorの2型の内、後者は岡田符('37)

の考える様に L.reissn eriの産卵前の未熟な型である事は確で、産卵期のカハヤヅメにはL.plαneri

mα:jorの名称を与えているc

猶との種が樺太に分布する事はよく知られてゐながら比較的最近まで記録になかった。即ち Berg

('11)が L.}α:poni仰として記載したものは後遺する L.jαponicαkes8leriであることが明かになり、

その後筆者σ42)が南樺太の多蘭泊で採集したのが樺太に於ける最初の記載である。

3. Lαmpetra jα:ponicα kessleri (ANIKIN) 

シペ 9 アヤツメ

との種はカハヤツメ L.jαponicαjαponicαによく似ているが休型が小さく、樺太より Poliakov 

(1887)に探集された2個体を Bcrg('ll)('31)が観察せる以後樺太に於て、叉勿論北海道に於ても

、採集されていない種‘である。筆者は北海道の染退川より採集された標本を観察する機会を得たの勺此

処にその休制を記載するo (Table. 1， Fig.1) 

憧制:

染返川にて探集された26個休はすべて産卵期のもので、雌雄とも第二火性徴が明かで、雌では抱卵
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中のものと、産卵後のものとが見ちれた。全長 144......193mmその内11fl[休は ]937.v. 3 tL:採集され、
15個体は同年 VI.sに採集されたものである。
口部の歯列は L.jαponicαjα:ponicαと全く同篠で、上口薄片は2尖顕(1+1)、中口薄片は5......7尖
顕 (1∞+3......5十1(2))で‘両端の2位i士大きく麗k2裂を呈している。側唇歯は両側に各々 8イ問、各歯は
通常2尖頭であるが、稀に第8対日の片方、或は両方とも 1尖頭のととがある。上唇歯の配列は L. 
jα:ponicαjα']Jonicαと同様で、一「唇歯は 1列、 17......23仮が存在する。
外観は一見、大さより L.1.ei8sneriの虫n<見えるが、形態は産卵期のものでは L.reissneri J:!i 
はむしろ L.jα:ponicαj叩o11.i('αに似ていて休高が高く精々側偏形である。第1背鰭、第二背鰭は互
いに接続し、勝鰭も発達している。維では紅門突起が見られる。
体色は梢k青色を帯びた黒補色で腹面では淡く白色を帯びる。尾鰭には L.jα:ponicαjα']Jonicαに
見られる如き黒色の部分があるが、第2背鰭には見られないomj節畿は偲孔最後のものと樟鱗起部の
聞で 66，....74が教えられる。それ故 L.jα:ponicαjα:ponicαとは吠の点、で区別し得る。 1)成休の
犬さがtl、なるとと、 2)歯列は殆ど同じであるが梢々退化の領向が見られるとと、 3)歯列は産卵期に
もよく発達するとと、 4)尾鰭にのみ黒色の部分が見られるとと、等で容易に区別し得る。
分布:
Siberiaのオピ河より、コリマ、アナデイノL河11:.到る聞の河川、樺太、北海道染退Illo
種名反び生態に関する考察:
種名は先に Berg('ll)に依り L.jα']Jonicαjα:ponicα と混称され L.jl'Uviαtili8 japonicα正、或
は L.reissneriと同一種とされ L.plαneri reissneriとされたとともあるが、樺太J:!iは前者の種
名で報告されている。

Berg('31)はとの種は海へは下らないと考えているが.北海道の材料ではとの点未だ不明である。
叉 Ammocoetesに就ては普通 2()Ummを超えないが時には 22()......260mmに撞するととがあると云う。
筆者。観察した染退JIIの Ammocodesは 2;iSmmに遣し、普通の L.jα:ponica jα:ponicα白 Ammo-
coete日では見られない大さのものであるが、外形及び筋節数よりは両者を区別することは出来たい。
Ammocoetesについては今後の観察を必要とする。

る

♀ 

Fig.1. Lαmpetrαjαponieαkessleri (ANIKIN) 

O ，155lnln，♀，152rnm， 8hibechari River. 
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4-. Lαmpetrα reissneri (DYBOWSKI) 

:;;r.ナャツメ

との種は L.jα:ponicαjaponicαと倶に北海道には極めて脅迫に見られるもので、体形は他のも白

に比較して小さく、春季4月下旬よ!J1)月上旬の短期間に小川で産卵し、 Ammocoetesよりの変態は

岡田待('37)に依ると秩及び冬期間に行はれ、その憧降fnJせヲド翌春産卵すると云はれているc

との種の変態直後の成体は比較的最近迄知られてなく、産卵期の第二次性徴の顕著た個体のみ記載

されていた議に、吾閣官、は第二女性徴の明かな L.jα:ponicαjaponicαと倶にこの種を混同する傾向

にあクたが岡田待('37)の報告に依P、との両者聞の差異が明かになったのである。

筆者はこ.1.iZ:変体直後のもの及び産卵期の第二女性徴の顕著なものの 2時期に就いて謹べる。

饗態直後の個睡:

体長 133......174mmの 5個体ぐ千歳 '36.}l.4札幌近郊 '38.X.15)に就いて見ると、体長は産卵期のも

むと殆ど同大である。口部の歯列はまだ充分発達せl'，-1:口薄片は2尖頭(1+りであるが先端は鈍い。

中口薄片は5-7尖顕(1+3_5+りで両端の 2偲は梢々大きく・、之等の全部が皮膜に痩れている。側唇

歯は両側に各k3個、各歯は2尖頭(1+1)或は 1尖顕である。との場合中央部のものは常にE尖顕で

ある。併し 156mmの1個体では未だ側歯は認められなかった。下唇歯の発達は弱〈、その教は不明

で上唇歯は発達も未だ充分でなく、 12_16(聞が認ぬられた。筋節数は僻孔最後のものと瞥鰭起部の聞

で57_66個である。外形は雌婚に依って具ることがたく.従って第二女性徴は全然見られ歩、両背鰭

は明かに分離し、また雌雄に依る鮪の形態の差異は見られない。

産卵期の生態:

産卵期に於ては第二女性徴が顕著に現れ、第二背鰭の隆起に依って第一、第二の両背鰭が接合し、

且維では背鰭の背縁が円味を有し紅門突起が見られ、雌では背鰭の背縁は多少三角形を塁し、叉事事鰭

が明瞭にあらはれる。

との形態のものは北海道に於ては春季4_5月の産卵期に普通に見られるが。今全長 120_142mmの

9個体(野幌 '38.V.4)に就いてその休制を逮べると弐の如くである。

口部の歯列は、上口湾片は2尖頭(1十1)、中口薄片は6-7尖頭(1+4......)+1)で両端の 2個は大きい

が 2裂して居ない。側唇歯は両側に各k3個、各歯は 2尖頭(1+1)或は1失頭であるが、中央部のも

のは常に2尖頭である。上唇歯は12......17個、下唇歯は 1列で17-19個が教えられるが 12Gmmの個体

に於ては全〈見られなかった。之と同様な事は札幌近郊中ノ島σ38.V.)に於て採集した1()個体(全
長 125_162mm)に於ても見られ、この内2個体では歯列の発達悪く鞍の決定が不可能で、 1個体で

は全く見られなかヲた。 il古節数は僻孔最後のものと啓背起部の聞で58_64個であるo

分布:

ウラジヲストックよりアナデイール迄の日本海.オコック海及び大卒洋沿岸、黒龍江河口より Tr-

ansbaicali乱迄及び樺太、北海道、千島、本州、l。

種名に闘する考察:

との種は先に八悶(〆わり、 Jor<lal1& Sllyder('Ol)及び問中('¥!8)に依って北海道、並に樺太の個体

について Lαmpet1・αmitsulc削・ii と命名され、後に八回('11)が L.mits'uhrrii min01'としたもので

あるoRegau('l1)、 Jordall， Tallaka & Snydcr(19J3)は之を欧州産の L.plαneriと尻種と認め

八回('15)も之に賛同している。併しこの場合 L.mitsukurii mα:j01' (=L. japonica jα:ponicα〉を
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も倶にふくめているので、小山('22)は後者を分離、独立せしめて L.mitsuk-urii HATTA と命名し

他を L.plαneriとしたoCreasl'r & Rubbs('22)は八回の L.mit8'uk-urii rit伺 orを Entosphenus

α:ppendix (=L. wildneri) とし}ll}に L.plαne1'iをも存在すると考えたが、後に Jorda1l& Hubhs 
('26)は両者を B晶伽lt山tωos乎ρμA恥伽e

漣ぺられているオピ河の L.kessleri及てびFアム-J凡L地方の L.re白Isωsneriをも L.p〆1αωner行iの 8Y1l0仙n-
ymとしているが、 BcrgC'匂31り〉、 (σ'32勾〉は日本産のを L. re白i881ηner行i.とし L.p〆'Jlα仰?ηle俳riとB別別iJ種として
いる。其の後 Rol1y('32) 、 Pl\t~chmaIJlJ ('3句、森(〆3句、宮地('40) 等によりとの種名が用いられ
ている一方、田中ぐノ8旬、岡国.松原子37)、岡田健ぐ'37)、大島('4¥りに依つては依然 L.plαne1'iが
用いられている。

ヱ藤及び浅岡ぐ('3剖6)は越後E産長のスナヤヅメtに乙2型を認め L.lμ】'Jlαωner行im附il'w仰T及てび>=L. p〆tαωner行imαω:.io仰
T 

を命名しているが、後者は L.m伽 k仇t旬川t

産卵型をもふ〈めた L.jα:poωn“山icωαjα'po側7ηliωcα であると当然考えられる。それ故 L.plαnerimino1' y.t 

L 的 8附 iの産卵期型であって、産卵鉱前の未熟な成休には L.fl'l山 t印刷orなる名称を周二

ている事は先に岡田熊(〆37)に依つてなされた想定が正しい。但し岡田待('37)が同じ記載中に L.
fluviatilisをロシア産の L.jl'llviαUlis formαpα1'eoxと何等か関係あるかの如く考えている核?あ

るが、とれは皐IL:種名の類似で越後産の L.plαnen nn・no1' も L.fl仰 iαtilisminorも倶に L.rei・
ssneriとなすべきものである。

-摘要

1. 北海誼tにζ棲息肘するヤヅメは B晶伽lt仰 he削 8tride側7η!t仇

Jα:poni“{化cα keωssleのl'i及てび>=LαmpetraαT何'ei臼S8幻ner行tの2属 8種. 2亜種である 0

2. L.jα:ponicαkessleriは大卒洋活岸の染mJ11よP採集された26個体について観察した。

3. L.jα:ponica jα:ponicα及び L 1'eissneriは各kその生態的時期に於て観察したo 11!九前者では

Ammococtes， 変態直後のもの、降河中及び遡河期のもの、並に産卵期の仮休等であるo後者では
変態度後並に産卵期の個体を観察した。.

4・ L.jα:ponicαjα:ponicα及び L・reissne1'iに於ける吾閣に於ける種名の混乱は生態的時期に依る

f本型の変化と、季節的に異なる生態群即ち 8eaSOllal Taceを制別したい為に生ヒたものと考えら
オ1る。
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